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ル状で、細胞どうしを互いに粘着させる物質として存在しており 一般にプロトペクチンと呼んでいる O 従来，ペクチ
ンは食物線維の一種としてジャムやゼリー等の食品に利用されていたものの栄養学的には余り重要視されていなかっ









Kluyveromyces 属の酵母である K. fragiliS IFO 0288 , K. wickerhamii IFO 1675 及び天然よりスクリーニングし
て得た Galactomyces reessiiL が菌体外に生産するプロ卜ペクチナーゼを精製し，それぞれ結晶標品を得，それらの
性質を比較した。これらの酵素はエンドポリガラクチュロナーゼの一種であった o K. fragilis の生産する酵素(以
下， F 酵素と呼ぶ)の分子量はゲルクロマトグラフィーで33 ， 000，超遠心分析で、は32 ， 000 ， K. wickerhamii の生産す
る酵素(以下， W 酵素と呼ぶ)は SDS 電気泳動で40 ， 000，ゲルクロマトグラフィーでは35 ， 000 ， Greessli L が生産
する酵素(以下， L 酵素と呼ぶ)は SDS 電気泳動で40 ， 000，ゲルクロマトグラフィーで30 ， 000，超遠心分析では29 ， 300
であった。沈降定数はそれぞれ3.77 S, 2.10 S, 2.99 S，等電点は F 酵素が pI5.9 ， W 酵素が pI5.2 ， L 酵素が pI8 .4""'"
8.5 であった。アミノ酸組成を調べたところ各酵素ともよく似た組成比を示したO また，これらは糖を含んでおり，
F 酵素及びW 酵素はへキソースとしてそれぞれ3.2% ， 2 .4%含有し， L 酵素はペン卜ースとして2.6%の糖を含有して















Kluyeromyces fragilis IFO 0288 , K. wickerhamii IFO 1675 及び Galactomyces reessii L から新しいプロトペク
チナーゼを結晶として精製し，これらが一種のエンドポリガラクチュロナーゼであることを明らかにした。また，こ
れらの酵素のミカン外果皮に対する作用機構について検討し，ガラクチュロン酸が連続して 3 ，.....， 4 分子以上結合した
箇所に作用し，メチルエステル化したガラクチュロン酸鎖には作用しないことから，一旦遊離してきたペクチンの再
分解が起こりにくく，高分子でメチルエステル化率の高いペクチンが残されるものと結論した。これらの結果はペク
チン生成に関して新しい知見を加えたものとして学位授与に値するものと判定した。
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